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平成 26 年 9 月 5 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

○出雲崎ッズ １日（月）・８日（月）・２２日（月）・２９日（月） 

○パソコン教室 １日（月）・２日（火）・３日（水）・５日（金）・８日（月）・９日（火） 

○英会話教室 ４日（木）・１１日（木）・１８日（木）・２５日（木） 

○めばえ教室 １２日（金）・２６日（金）  ○絵画教室 １１日（木）・２５日（木） 

○出雲崎総合大学 ９日（火）・２６日（金）   ○ガーデニング教室 ２０日（土） 

 8 月 16 日（土）に中央公民館講堂にお

いて、「平成 26年度出雲崎町成人式」を

開催しました。 

 今年度の新成人は男性 27 名、女性 25

名の計 52 名で、当日の式には男女合わ

せて 46 名の新成人が参加し、久しぶり

に再会をした同級生たちと思い出話に花

を咲かせていました。 

式典では、新成人代表の 2 人が「成長を支えてくれた人達に深く

感謝し、成人としての自覚と責任をもち、日々を過ごしていきたい。」

と力強く二十歳の抱負を述べました。さわやかな態度で新成人にふ

さわしい皆さんで笑顔に包まれた中で式典を終えました。 

平成 26年度成人式 恩師・来賓との記念写真 

 

『二十歳の抱負』を読み上げる、新成人
代表の土居正空さんと永瀧佐紀さん 

書作活動の様子 

 

 8 月 9 日（土）から 11

日（月）には二松學舎大

学書道ゼミの学生と高校

生を併せて 25 名が合宿

を行いました。 

 10 日（日）には、「良 

寛の死生観」として源川教授の講演会があり、地域

交流会では、うちわや色紙などに各々の想う文字・

言葉を書き、訪れた方たちと書作を楽しみました。 

参加した学生の集合写真 

 

 芸術（日本画）を学ぶ

東京藝術大学の 3,4 年生

の 10 名が 8 月 3 日（日）

から 6 日（水）の 4 日間、

当町を訪れ、街並のスケ

ッチ画を描きました。 

昭和 62 年から交流が始まったこの事業ですが、今

回もスケッチ画制作の他に、出雲崎中学校の生徒を

対象にスケッチ画講習会が開催されました。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

NHK連続テレビ小説「花子とアン」の主人公、村岡花子。 

代表作「たんぽぽの目」「みみずの女王」をはじめ、多く 

の昭和の子どもたちに親しまれた童話の名作を収録。 

たんぽぽの目 ‐村岡花子童話集‐ 

･･･村岡 花子 著 第 151 回芥川賞受賞作。行定勲監督によって映画化され

た『きょうのできごと』をはじめ、なにげない日常生活の中

に、同時代の気分をあざやかに切り取ってきた、実力派・柴

崎友香がさらにその手法を深化させた最新作。 

春の庭    ･･･柴崎 友香 著 

浅見光彦は本人が知らない間に企画された 34歳の誕生日

パーティに際し、ドイツ出身の美人バイオリニストに頼まれ

ともに丹波篠山へ赴く。祖母が託した「遺譜」はどこにある

のか――!? 史上最大スケールの難事件! 

白菊‐伝説の花火師・嘉瀬誠次が捧げた 

鎮魂の花‐    ･･･山崎 まゆみ 著 

 三尺玉、ナイアガラ、フェニックス…百万人もの観衆を集

める「長岡花火」は、見る者の涙を誘う「伝説の花火師」の

生涯をたどり、感動の真実に迫るノンフィクション。 

遺譜上・下巻 ‐浅見光彦最後の事件‐ 

        ･･･内田 康夫 著 

 

「出雲崎の子どもたちに良寛さんのやさしい心を継承して

もらいたい」として始まった『良寛さんの心書道展』も今年

で節目の 10 回目を迎え、今年も出雲崎小・中学生の書いた力

作が多数集まりました。 

その全作品を右記のとおり展示いたしますので、大勢の方

のご来場をお待ちしています。 

「第10回良寛さんの心書道展」作品展示 

【期間】9 月 13 日（土）～23 日（火） 

【時間】9：00～21：00 

  ※ただし、日曜、祝日は 16：00 まで 

【会場】中央公民館 講堂 

町教育委員会では、子どもたちの通学路等の安全・安心確保のため、「スクールガードボランティア」の皆

さんからご協力をいただき、子どもたちの見守り活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ご協力いただける方には、帽子やジャンパー等の貸与を行います。 

・スクールガードの活動に際してボランティア活動保険への加入を行います。（加入金不要） 

○スクールガードボランティアの活動内容 

ご協力いただいている皆様のそれぞれの生活スタイルに

合わせて、下記のような『できる範囲で無理のない』見守

り活動をお願いしております。 

・お住まいの近くにあるスクールバス停で、登下校中の子

どもたちの様子を見る。 

・買い物の時間を下校時間に合わせ、通学路を通ってみる。 

・散歩のコースを通学路にして、登下校時の子どもたちと

歩く。 など 活動の様子 

今回、より多くの皆さんの目で子どもたちの安全・安心な毎日を見守っていただくために、この「スクー

ルガードボランティア」を募集いたします。お問合せは、町教育委員会庶務学校教育係（☎78-2250）まで。 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

不
安
定
だ
っ
た
暑
さ
も
お
さ
ま
り
、
徐
々
に
秋
へ

と
移
行
す
る
。
芭
蕉
の
句
に
「
名
月
や
池
を
め
ぐ
り

て
夜
も
す
が
ら
」
が
あ
る
。
仲
秋
の
名
月
を
眺
め
な

が
ら
池
の
周
り
を
歩
い
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か

夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
月
夜
の
美
し
さ
に
魅
了
さ

れ
て
芭
蕉
は
時
を
忘
れ
た
。 

 

一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
行
く
と
、
人
物
に

魅
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

山
梨
・
甲
府
市
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
山
梨
県

（
甲
斐
）
の
歴
史
上
の
人
物
と
い
え
ば
、
越
後
の
龍
・

上
杉
謙
信
と
戦
っ
た
武
田
信
玄
で
あ
ろ
う
。
騎
馬
軍

団
を
率
い
、
戦
さ
に
強
く
「
甲
斐
の
虎
」
と
評
さ
れ

た
。
そ
の
為
、
武
田
氏
居
館
跡
に
建
て
ら
れ
た
武
田

神
社
に
は
、
必
勝
祈
願
を
す
る
人
が
多
い
と
い
う
。 

ま
た
、
神
社
の
宝
物
館
に
は
「
信
玄
公
の
軍
扇
」

や
信
玄
に
仕
え
た
武
将
・
武
田
信
繁
、
山
本
勘
助
ら

が
描
か
れ
た
「
武
田
二
十
四
将
図
」、
信
玄
公
ゆ
か
り

の
「
吉
岡
一
文
字
」
の
太
刀
（
重
文
）、
武
田
軍
旗
（
特

別
展
示
）
が
拝
観
で
き
る
。
そ
し
て
、
子
・
勝
頼
に

「
越
後
の
謙
信
を
頼
る
こ
と
」
と
の
信
玄
の
遺
言
が

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
謙
信
の
旗
印
「
毘
」

が
大
き
く
飾
ら
れ
て
い
る
。 

 

武
田
信
玄
と
い
え
ば
、
先
ず
戦
い
の
四
つ
の
心
構

え
を
説
い
た
「
風
林
火
山
」
が
頭
に
浮
か
ぶ
。 

だ
が
、
戦
国
研
究
家
・
鈴
木
眞
哉
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
四
文
字
で
の
表
現
は
歴
史
文
献
で
は
見
当
た
ら

ず
、
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
原
作
、
井
上
靖

の
「
風
林
火
山
」
が
最
初
で
は
な
い
か
と
言
う
。 

武
田
氏
の
戦
略
、
戦
術
が
記
さ
れ
た
江
戸
時
代
の 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

出
穂
期
の
田
に
ひ
た
ひ
た
と
水
を
引
き 

川  

西  

小
股 

正
美
知 

 

重
ね
立
つ
塔
婆
施
餓
鬼
の
廻
り
経 

川 

西  

生
田 

恒
憲 

軍
学
書
「
甲
陽
軍
鑑
」
の
内
容
は
、
後
世
江
戸
時
代 

に
書
か
れ
た
も
の
で
史
実
の
上
で
議
論
は
あ
る
が
、

書
中
に
あ
る
軍
旗
に
記
さ
れ
た
『
疾
如
風
（
は
や
き 

こ
と
風
の
如
く
）
徐
如
林
（
し
ず
か
な
る
こ
と
林
の

如
し
）侵
掠
如
火（
し
ん
り
ゃ
く
す
る
こ
と
火
の
如
く
）

不
動
如
山
（
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
）』（
中
国
春
秋

時
代
の
兵
法
書
「
孫
子
」
が
基
）
は
信
玄
を
大
き
く

イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
る
。 

 

今
一
つ
、
や
は
り
「
甲
陽
軍
鑑
」
に
あ
る
『
人
は

石
垣 

人
は
城 

情
け
は
味
方 

仇
は
敵
』
は
信
玄 

の
言
葉
で
あ
る
か
、
史
実
の
上
で
定
か
で
は
な
い
と

い
う
説
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
言
葉
や
軍
旗
の
文
言

が
、
信
玄
と
重
な
る
の
は
信
玄
の
「
実
績
と
人
」
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
基
本
は
や
は
り
「
人
」
で

あ
る
。
信
玄
は
戦
さ
だ
け
を
重
視
し
た
の
で
は
な
い
。

領
地
の
治
水
事
業
（
高
度
な
築
堤
工
法
は
現
在
の
水

防
工
学
の
う
え
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と

言
わ
れ
る
）
や
農
業
生
産
の
向
上
を
図
る
た
め
の
用

水
路
の
整
備
、
金
山
開
発
（
甲
州
金
）、
さ
ら
に
、
商

工
業
に
も
大
き
な
力
を
注
ぎ
、
領
民
の
納
得
い
く
税

を
課
し
た
と
い
う
。
領
民
を
思
う
信
玄
の
人
柄
に
魅

力
を
感
じ
、
県
民
か
ら
今
で
も
〝
信
玄
さ
ん 

信
玄

さ
ん
〟
と
慕
わ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。 

  

こ
れ
か
ら
も
公
民
館
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に

お
い
て
様
々
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り 

は
「
人
が
為
し
人
に
為
す
」
と
い
う
思
い
を
根
底
に

お
き
、
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
考
え
る
所
で
あ
る
。 

 

（
参
照 

磯
貝
正
義
山
梨
大
学
名
誉
教
授 

監
修
「
名
将
武
田
信
玄
」、「
武
田
神
社
」
資
料
） 

 

人
は
石
垣 

人
は
城 

・
・
・ 

 

蜑
寝
息
草
戸
を
漏
る
る
夏
の
雨 

尼  

瀬  

斉
藤 

凡
太 

 

磯
山
の
日
ご
と
ふ
く
ら
む
蟬
の
声 

井  

鼻 

細
木 

郵
子 

稲
も
ま
た
黄
金
に
そ
ま
る
お
洒
落
さ
ん 

６
年
生 

阿
部 

倫
果 

 

雨
降
る
と 

よ
ろ
こ
び
い
で
て
か
わ
ず
な
く 

６
年
生 

上
村 

拳
志
桜 

蛙
な
く
小
池
に
映
る
月
の
中 

６
年
生 

中
越 

光
輝 

 

夜
の
海
月
に
照
ら
さ
れ
光
っ
て
る 

６
年
生 

内
山 

莉
瑠 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総利用人数 3,393 人 

最多利用日 8/2(土) 190 人 

公民館では、下記のとおり「バスケットボール教室・卓球教室」を開催します。元気な児童の参加をお待ちしています。 

９月からは体育館でコオーディネーショントレーニング教室が始ま

りました。運動の基本となる「上手に体を動かす力」を養います。初日

は運動テストの後、三角コーンを避けながら「こおり鬼(捕まったらし

ゃがむ)」をして、運動を楽しみました。 

 

卓球教室 
対 象：小学４年生以上 

 会 場：町民体育館 

 日 時：10 月 2 日から 12 月 11 日までの木曜日 

     19 時 00 分～20 時 30 分まで 

     全 10 回 

 その他：詳細は、小学校を通して配布済みの案内

をご覧ください。 

バスケットボール教室 
対 象：小学４年生以上 

 会 場：町民体育館 

 日 時：9 月 24 日から 11 月 12 日までの水曜日 

     19 時 30 分～21 時まで 

     全 8 回 

 その他：詳細は、小学校を通して配布済みの案内

をご覧ください。 

 公民館では、下記のとおり「第８回町民ウォーキング」を開催

いたします。詳細は別紙折込チラシをご覧ください。 

 今年度も、町民プールの開放期間を

事故なく、無事終了しました。皆様の

ご協力に感謝いたします。 

また現在、浮き輪や水中メガネな

ど、多くの忘れ物をお預かりしており

ます。お心当たりのある方は町民体育

館までお越しください。 

 町敬老会行事のためアリーナは利用できません。 
9/12(金)12:00 から 9/13(土)15:00 まで 

 年 間 を 通 し て

様々な活動を行う

公民館主催の『出雲

崎ッズ』。 

 夏休み中は英会

話教室を開催しま

した。（作品を公民

館ロビーで展示中）  町民体育館で部活動に励んでい

る中学生が日頃の感謝を込めて、毎

年恒例の清掃ボランティアを行い

ました。中学生の皆さんありがとう

ございました。 

■日 時 ９月２８日（日） ９：３０ 受付開始 

■コース 出雲崎シーサイドコース ２㎞, ６km, ８㎞ ※選択 

■集合場所 石油記念公園（天領の里前） 

■種 目 ウォーキング・ノルディックウォーキング ※選択 

■講 師 チームSPOFIT 新潟インストラクター 

■参加費 無料（参加者にきずなⅦ食事券プレゼント） 

■問合せ 町民体育館(℡78-4700)、保健福祉課(℡78-2293) 

9/3, 10, 17, 24(水) 19：30～21：00 

 


